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広報と大学と

広
報
入
試
室
長
を
承
り
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
こ
の
場
を
借
り
て
、本
学
へ
進
学
し
て
い
た

だ
い
た
学
生
の
み
な
さ
ま
、進
学
を
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、感
謝
の
意
を
表

し
た
く
思
い
ま
す
。本
稿
で
は
、大
学
の
学
生
募
集
を

取
り
巻
く
環
境
と
本
学
の
取
り
組
み
や
課
題
、ま
た
、

入
試
に
関
す
る
話
題
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
く
思
い

ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、現
在
、日
本
の
大
学
は
、大
変

厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。そ
の
主
な
背
景
は

少
子
化
で
す
。日
本
の
十
八
歳
人
口
は
平
成
四
年
か

ら
平
成
二
十
三
年
に
か
け
て
、二
〇
五
万
人
か
ら
一

二
〇
万
人
ま
で
大
激
減
し
ま
し
た
。こ
の
間
、短
大
を

除
く
大
学
の
入
学
者
の
減
少
は
進
学
率
の
増
加
で
補

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
に
も
限
界
が
あ
り
、今

後
、特
に
二
〇
二
一
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
受
験
生

の
数
が
急
激
に
減
る
と
多
く
の
大
学
関
係
者
が
予
想

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
少
子
化
の
し
わ
寄
せ
は
、

地
方
の
特
に
小
規
模
大
学
に
真
っ
先
に
押
し
寄
せ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、本
学
は
そ
の
渦
中
の

真
中
に
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。専
門
職
大
学
の
認

可
も
始
ま
り
、本
学
の
よ
う
な
実
践
力
重
視
の
大
学

に
は
競
合
校
と
な
り
え
ま
す
。大
学
の
経
営
基
盤
が

弱
体
化
す
る
中
、競
争
と
選
択
と
い
う
国
の
方
針
の

も
と
、国
公
私
立
を
問
わ
ず
、大
学
の
研
究
力
や
生
産

効
率
は
高
ま
る
ど
こ
ろ
か
低
下
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、元
気
の
な
く
な
る
話
ば
か
り
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。し
か
し
、本
学
の
よ
う
な
地
方
の
小
規
模
大

学
に
も
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、地
域
へ

の
貢
献
で
す
。本
学
は
、専
門
的
な
資
格
・
免
許
の
取

得
に
よ
る
実
学
教
育
の
も
と
、地
域
へ
の
就
職
率
が

高
い
大
学
で
す
。教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
卒
業

生
も
多
数
い
ま
す
。二
〇
一
九
年
ス
タ
ー
ト
す
る
美

術
学
部
は
、地
方
創
生
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
お
り
、全

学
的
に
も
地
域
連
携
活
動（
ワ
ク
ワ
ク
ぷ
ろ
じ
ぇ
く

と
）を
展
開
し
て
い
ま
す
。ま
た
、高
等
教
育
機
関
の

知
的
資
源
を
地
域
へ
提
供
す
る
大
学
間
連
携（
学
都

仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）に
も
加
盟
し
て
い
ま
す
。最

近
で
は
県
や
市
の
教
育
委
員
会
と
の
連
携
協
定
も
結

ば
れ
ま
し
た
。

広
報
学
募
と
し
て
は
、こ
の
よ
う
な
本
学
の
特
色

を
う
ま
く
説
明
し
、学
募
に
活
か
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
残
念
な
が
ら
、大
学
・
短
大
の
学
生
募
集

は
順
調
と
い
え
な
い
状
況
に
あ
り
、担
当
す
る
者
と

し
て
、こ
の
点
お
わ
び
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。教

職
員
の
方
々
に
は
、さ
ら
な
る
広
報
活
動
へ
の
協
力

を
お
願
い
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
す
。た
だ
一
方

で
、研
究
や
制
作
を
中
心
と
し
た
教
員
の
質
向
上
、特

に
若
手
の
教
員
が
育
つ
環
境
確
保
は
、上
述
の
大
学

の
役
割
を
強
化
す
る
た
め
に
も
必
須
で
す
。教
員
が

広
報
活
動
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
プ
ラ
ス
と

は
い
え
ま
せ
ん
。私
た
ち
の
ゴ
ー
ル
は
学
生
募
集
で

は
な
く
、よ
り
多
く
の
学
生
に
本
学
へ
進
学
し
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
絵

空
事
で
は
な
く
、研
究
や
教
育
の
た
め
の
時
間
を
少

人
数
教
育
の
中
で
活
用
し
、そ
の
結
果
を
、学
生
の
満

足
度
調
査
で
点
検
し
、情
報
公
開
す
る
こ
と
で
、広
報

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

さ
て
最
後
に
、平
成
三
十
三
年
度
入
試（
三
十
三
年

四
月
入
学
）か
ら
、全
国
的
な
入
試
制
度
の
変
更
が
控

え
て
い
ま
す
。本
学
と
し
て
も
、受
験
生
が
混
乱
し
な

い
よ
う
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
し
ょ
う
。受
験
生
の

み
な
さ
ま
に
は
、入
試
制
度
に
惑
わ
さ
れ
安
易
な
選

択
を
す
る
の
で
は
な
く
、自
分
の
特
性
と
将
来
を
見

据
え
た
進
路
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切

に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
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平
成
三
十
年
度
秋
・
冬
の
家
政
学
科
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

九
月
十
一日
〜
十
四
日
に
服
飾
文
化
専
攻
二
年
生
の
研
修
旅
行

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
東
京
方
面
で
、㈱
辻
洋
装
店
、日
本
消

費
者
協
会
、東
レ
Ａ
Ｃ
Ｓ
㈱
等
九
施
設
を
見
学
し
、ア
パ
レ
ル
産
業
や

消
費
者
問
題
の
現
状
、ア
パ
レ
ル
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
企
画
・
開
発
や
繊

維
問
屋
街
の
見
学
等
で
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

　

十
月
二
日
に
は
国
家
資
格
の
登
録
販
売
者
試
験
の
合
格
発
表
が

あ
り
、健
康
栄
養
学
専
攻
学
生
五
名（
う
ち
二
名
は
二
年
生
）が
合
格

し
ま
し
た
。「
薬
に
強
い
栄
養
士
」を
目
指
し
て
、昨
年
度
よ
り
試
験
対

策
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

十
月
二
十
・二

十
一日
の
大
学
祭

で
は
、今
年
も
健

康
栄
養
学
専
攻

の
学
生
た
ち
が

運
営
の
主
力
を

担
い
ま
し
た
。恒

例
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
は
、服
飾

文
化
専
攻
の
学

生
ス
タ
ッ
フ
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
地
道

な
作
業
、ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
で
例

年
に
劣
ら
ぬ
立

派
な
公
演
と
な

り
ま
し
た
。さ
ら

に
二
月
十
五
日

に
は
エ
ル
パ
ー
ク

仙
台
で
の
外
部

公
演
も
開
催
さ

れ
、在
仙
テ
レ
ビ・

ラ
ジ
オ
局
の
取
材

を
受
け
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
一
日

に
は
宮
城
県
栄

養
士
会
主
催
の「
い
い
日
い
い
汗
栄
養
ま
つ
り
」に
、今
年
も
多
数
の
健

康
栄
養
学
専
攻
学
生
が
参
加
し
、食
育
ス
テ
ー
ジ
を
始
め
、各
展
示

ブ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
受
賞
も
相
次
ぎ
、福
島
相
双
オ
ー
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
主
催
の「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト
」で
、服
飾
文
化
専
攻

二
年
生
の
中
村
美
香
子
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

ホ
ー
ム
メ
イ
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
と
Ran
Run
の
主
宰
す
る 

「
第
三
回

ス
ポ
ー
ツ
女
子
の「
食
」を
支
え
る
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、い
ず
れ
も
健

康
栄
養
学
専
攻
二
年
生
で
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
研
究
サ
ー
ク
ル
所
属
の
酒

井
菜
緒
さ
ん
が
優
秀
賞（
全
国
準
優
勝
）、針
生
綾
音
さ
ん
が
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
人
事
異
動
で
す
が
、三
月
末
日
付
で
菅
並
茂
樹
教
授
が

退
職
さ
れ
ま
す
。先
生
の
本
学
の
教
職
課
程
教
育
を
は
じ
め
と
す
る

教
育
研
究
活
動
へ
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
後
半
の
活
動
は
、美
術
鑑
賞
旅
行（
二
年
次
）、博
物

館
実
習
旅
行（
三
年
次
）、大
衡
村
ふ
る
さ
と
美
術
館
と
の
企
画
イ
ベ
ン

ト
、大
学
祭
、生
活
美
術
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル（
最
優
秀
賞
は
三
年
次
早

坂
明
音
さ
ん
）、四
年
間
の
集
大
成
と
な
る
卒
業
制
作
展
は
、例
年
ど
お

り
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
行
わ
れ
様
々
な
技
法
で
制
作
さ

れ
た
新
鮮
な
感
覚
の
作
品
は
、多
く
の
来
場
者
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

年
度
後
半
の
、学
生
に
よ
る
活
動
の一端
を
紹
介
し
ま
す
。

○
七
月　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
チ
ゴ
で「
き
ち
ゃ
い
な
よ
。版
ゼ
ミ
屋
さ
ん
」

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
企
画
、大
美
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
作
品

　

展「
朱
夏
」四
年
次
、大
久
元
気
さ
ん
、平
泉
晴
留
さ
ん
、阿
部
桃
子

　
さ
ん
、早
坂
明
音
さ
ん

○
十
月　

中
本
誠
司
現
代
美
術
館
賞
受
賞
企
画　

四
年
次「
清
水

　
ひ
か
る
個
展
」

　

大
衡
村
と
の
地
域
連
携
に

　

よ
る「
東
北
生
活
文
化
大

　

学
×
大
衡
村
ふ
る
さ
と
美

　

術
館
企
画
展
ナ
ゾ・
謎
・
な

　

ぞ
な
ミ
ュー
ジ
ア
ム
w
i
t
h

　

T
S
B
」学
生
に
よ
る
プ

　
ロ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ（
情

　

報
デ
ザ
イ
ン
）、幾
何
学
構

　

成（
視
覚
デ
ザ
イ
ン
）、風

　
呂
敷
、タペス
ト
リ
ー（
染
織
）、

　

箸
置
き（
陶
芸
）、教
員
作

▲ いい日いい汗栄養まつり

▲ ファッションショー

▲ ナゾ・謎・なぞなミュージアムwith TSB

大
学
生
活
美
術
学
科

短信

大
学
家
政
学
科
短信
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ク
を
会
場
に
行
わ
れ
様
々
な
技
法
で
制
作
さ

れ
た
新
鮮
な
感
覚
の
作
品
は
、多
く
の
来
場
者
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

年
度
後
半
の
、学
生
に
よ
る
活
動
の一端
を
紹
介
し
ま
す
。

○
七
月　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
チ
ゴ
で「
き
ち
ゃ
い
な
よ
。版
ゼ
ミ
屋
さ
ん
」

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
企
画
、大
美
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
作
品

　

展「
朱
夏
」四
年
次
、大
久
元
気
さ
ん
、平
泉
晴
留
さ
ん
、阿
部
桃
子

　
さ
ん
、早
坂
明
音
さ
ん

○
十
月　

中
本
誠
司
現
代
美
術
館
賞
受
賞
企
画　

四
年
次「
清
水

　
ひ
か
る
個
展
」

　

大
衡
村
と
の
地
域
連
携
に

　

よ
る「
東
北
生
活
文
化
大

　

学
×
大
衡
村
ふ
る
さ
と
美

　

術
館
企
画
展
ナ
ゾ・
謎
・
な

　

ぞ
な
ミ
ュー
ジ
ア
ム
w
i
t
h

　

T
S
B
」学
生
に
よ
る
プ

　
ロ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ（
情

　

報
デ
ザ
イ
ン
）、幾
何
学
構

　

成（
視
覚
デ
ザ
イ
ン
）、風

　
呂
敷
、タペス
ト
リ
ー（
染
織
）、

　

箸
置
き（
陶
芸
）、教
員
作

　

品
展

○
十
一
月　

泉
区
民
文
化
祭

　

参
加
。

　

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト（
参
加
型
・
設

　

置
型
）、食
品
サ
ン
プ
ル
制
作
、

　

大
美
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
、

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
他

○
一
月　

合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展

　
（
壁
画
、絵
画
、デ
ザ
イ
ン

　

ゼ
ミ
の
合
同
展
）
せ
ん
だ
い

　
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

　

東
北
生
活
文
化
大
学
生
活
美

　

術
学
科
教
授　

森
敏
美
退
任
展　

大
学
六
号
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

C
O
R
E

○
二
月　

第
三
十
八
回
版
画
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展　

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン

　
プ
ラ
ザ

　

大
学
創
立
六
十
周
年
・
美
術
学
部
設
置
記
念
事
業「
世
界
を

　

繋
ぐ
、現
代
美
術
の
現
在
」川
俣
正
氏
講
演
会　

三
島
学
園
百
周

　

年
記
念
ホ
ー
ル

○
三
月　

陶
芸
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展　
メ
リ
ラ
ボ

　

ま
た
本
年
度
も
地
域
連
携
事
業
で
学
生
・
教
員
が
活
躍
。全
国
、地

域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。仙
台
市
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
受

け
て
伝
統
工
芸
の
美
と
し
て
自
作
視
聴
覚
教
材
を
制
作
し
、社
会
教
育

部
門
で
四
年
次
伊
藤
陽
太
さ
ん
、佐
藤
雛
乃
さ
ん
、鈴
木
美
穂
さ
ん
、長

岡
沙
彩
さ
ん
、三
年
次
早
坂
明
音
さ
ん
の
五
人
の
学
生
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、白
石
和
紙
を
使
用
し
た
四
年
次
菅
原
大
夢
さ
ん

の
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
の
作
品
が
白
石
市
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

そ
の
他
教
員
の
個
展
、グ
ル
ー
プ
展
出
品
、学
会
活
動
。卒
業
生
の
河

北
美
術
展
等
公
募
展
、グ
ル
ー
プ
展
や
個
展
で
の
受
賞
・
発
表
等
、制

作・研
究
活
動
も
充
実
し
、大
い
に
在
学
生
の
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

永
年
本
学
の
教
育
研
究
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
森
敏
美
教
授
が
、今

年
度
で
退
任
さ
れ
ま
す
。先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、今
後

と
も
機
会
が
あ
れ
ば
ご
指
導
を
賜
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。　

　

な
お
、こ
の「
広
報
Ｔ
Ｓ
Ｂ
」で
も
ご
報
告
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、

今
春
か
ら
生
活
美
術
学
科
は
、美
術
学
部
美
術
表
現
学
科
と
し
て
進

化
、発
展
い
た
し
ま
す
。今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
、学
生
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
し
、無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。後
期
の
主
な
行
事
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
学
科
の
行
事

○
十
月
二
十
日・二
十一日　
大

　
学
祭

　
　

食
物
栄
養
学
専
攻
は
虹
の
丘
レ
ス
ト
ラ
ン「
ん
め
！
ゆ
め
！
食
堂
」、

　

子
ど
も
生
活
専
攻
は「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
」を
、学
生
が
企
画・運
営

　
し
ま
し
た
。

○
食
物
栄
養
学
専
攻

○
八
月
〜
十
月　
栄
養
士
基
礎
演
習（一年
生
）

○
六
月
〜
十一月　
給
食
管
理
実

　
習
Ⅲ（
校
外
実
習
）（
二
年
生
）。

　
　

前
期
に
引
き
続
い
て
、保
育

　

所
、陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
、特

　

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
分
か
れ

　
て
、五
日
間
の
校
外
実
習
が
行

　
わ
れ
ま
し
た
。

○一月
三
十一日　
校
外
実
習　

報
告
会（一・二
年
生
）

○
子
ど
も
生
活
専
攻

○
十
月　
幼
稚
園
実
習（
二
年
生
）

○
九
月
〜
二
月　

保
育
所
基
礎
実
習
・
幼
稚
園
基
礎
実
習
・
施
設

　
見
学
実
習・こ
ど
も
園
見
学
実
習（一年
生
）

　
　
一月
二
十一日
・二
十
二
日　

附
属
ま
す
み
幼
稚
園
の
園
児
を
招
い

　
て
の
活
動（
運
動
遊
び
）を
行
い
ま
し
た
。短
大
と
附
属
幼
稚
園
が
連

　

携
し
て
、双
方
に
と
っ
て
有
意
義
な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
二
月一日　
幼
稚
園
教
育
実
習・保
育
実
践
報
告
会（一・二
年
生
）

○
地
域
貢
献
活
動

　
　

地
域
への
貢
献
も
本
学
の
使
命
の一つ
で
す
。後
期
に
学
生
ボ
ラ
ン　

　
テ
ィ
ア
が
参
加
し
た
も
の
の一部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
九
月
二
十
三
日「
糖
尿
病
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
食
物
栄
養
学
専
攻
）

○
十
月
十
三
日「
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」虹
の
丘
児
童
セ
ン
タ
ー

　
（
子
ど
も
生
活
専
攻
）

○
十一月
三・四
日「
泉
区
民
文
化
祭
」参
加（
食
物
栄
養
学
専
攻
）

○
十
二
月
十
九
日　
「
ま
す
み
幼
稚
園
発
表
会
手
伝
い
」　
楽
々
々

　
ホ
ー
ル（
子
ど
も
生
活
専
攻
）

○
三
月
十
八
〜
二
十
二
日　
「
学
年
末
業
務
手
伝
い（
ま
す
み
保
育

園
）」（
子
ど
も
生
活
専
攻
）

▲ 卒業制作展

▲ んめ！ゆめ！食堂

▲ ファンタジーランド

食
物
栄
養
学
専
攻

子
ど
も
生
活
専
攻

地
域
貢
献
活
動

学
科
の
行
事

短
大
生
活
文
化
学
科
短信
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入
学
し
て
か
ら
間
も
な
く
一
年
に
な
り
ま
す
。入
学
当
初
は
嬉
嬉
と

し
た
あ
ど
け
な
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、一
年
経
っ
て
凜
と
し
た
落
ち
着
き

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。浮
か
れ
た
様
子
の
学
生
は
一
人
も
い

ま
せ
ん
。四
月
か
ら
は
先
輩
に
な
る
と
い
う
自
覚
が
出
て
き
た
と
も
言
え

ま
す
。先
日
，フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
実
習
と
い
う
授
業
で
五
日
間

ほ
ど
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
職
場
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。ア
パ
レ
ル
企

業
で
の
初
め
て
の
経
験
は
不
安
や
戸
惑
い
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、担
当
の
先
生
か
ら
は
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。将
来
の

夢
は
教
員
、公
務
員
、学
芸
員
で
す
が
、今
の
彼
ら
に
は
何
で
も
学
び
、

吸
収
し
よ
う
と
す
る
意
欲
や
逞
し
さ
が
根
底
に
あ
り
、支
え
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、大
学
生
活
四
年
間
の
折
り
返
し
地
点

に
到
達
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、昨
年
九
月
に
は「
家
政
特
別
講
義
Ⅱ（
研
修
旅
行
）」

を
実
施
し
、首
都
圏
の
服
飾
関
連
企
業
や
博
物
館
，消
費
者
団
体
な
ど

で
、家
政
学
へ
の
学
び
を
深
め
る
と
と
も
に
、将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考

え
て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
後
、
十
月

の「
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
の
集
い
」で
は
、服
飾
関
連
の
企
業
や
高
校
教
員
と
し
て
働

く
先
輩
た
ち
の
示
唆
に
富
ん
だ
講
話
の
内
容
を
手
帳
や
ノ
ー
ト
に
書
き

留
め
、積
極
的
に
質
問
す
る
な
ど
、社
会
人
基
礎
力
の
ひ
と
つ「
前
に
踏

み
出
す
力
」を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、頼
も
し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

残
さ
れ
た
二
年
間
、卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
、悔
い
の
な
い
充
実
し

た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

専
門
分
野
の
集
大
成
と
な
る
課
題
研
究
が
後
期
よ
り
開
始
し
ま
し

た
。各
分
野
に
分
か
れ
て
取
り
組
み
、半
年
の
成
果
と
し
て一
月
の
課
題
研

究
Ⅰ
発
表
会
で
報
告
し
ま
し
た
。四
年
の
課
題
研
究
Ⅱ
に
継
続
予
定
で

す
。ま
た
、選
択
科
目
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
で
は
、産
学
連
携
事

業
で
あ
る
絹
・
青
苧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
示
会
を
仙
台
市
内
で
二
月
中
旬
に

開
催
し
、M
A
B
O
E
R
A
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

最
終
学
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、い
よ
い
よ
三
月
一日
よ
り
就
職
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。春
季
休
業
中
も
活
動
で
多
忙
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、体
調
管
理
を
し
な
が
ら
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

正
月
も
明
け
卒
業
が
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。ま
ず

は
進
路
に
つ
い
て
で
す
が
、こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
一
月
下
旬
の
段
階

で
、進
学
二
名
・
就
職
八
名
・
就
職
活
動
中
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。い
ず

れ
に
し
て
も
遅
か
れ
早
か
れ
全
員
が
社
会
の
荒
波
の
中
に
と
び
こ
ん
で
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
う
と
、感
無
量
で
す
。四
年
間
の
思
い
出
は
数
知
れ

ず
。一
人
ひ
と
り
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、彼
ら
独
自
の
長
所
も
一
緒
に

頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
、さ
ら
に

は
伸
ば
し
な
が
ら
幸
せ
な
人
生
を
構
築
す
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

「
別
れ
は
出
会
い
の
始
ま
り
」と
い
う
こ
と
も
一つ
の
真
理
で
す
。新
た
な
ス

テ
ー
ジ
の
始
ま
り
は
目
の
前
で
す
。

大
学
生
活
一
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。生
活
が
劇
的
に
変
化

し
た
学
生
も
、大
学
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。し
か
し
な
が
ら
、今
一
度
、生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を
見
直
す
時
間

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、予
習
お
よ
び
復
習
に
か
け
る
時
間
を
確
保
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

今
後
は
、学
内
行
事
で
は
中
心
的
に
活
動
す
る
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
学
外
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
依
頼
も
多
く
な
り
ま
す
。行
事

へ
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、企
画
・
運
営
な
ど
に
つ
い
て
も
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
健
康
に
留
意
し
て
二
年
目
を
迎
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

二
年
生
の
後
期
は
、学
外
研
修
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。研
修
で
は
、「
み
や
ぎ

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
」と「
社
会
福
祉
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
児
童
福
祉
会
」を
訪

ね
、施
設
の
見
学
と
先
方
の
管
理
栄
養
士
の
講
話
か
ら
、働
く
上
で
必
要
な

知
識
や
技
術
、心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

授
業
も
、専
門
性
の
高
い
内
容
の
科
目
が
増
え
ま
し
た
。ま
た
、卒
業
生
に

よ
る
講
演
会
や
四
年
生
に
よ
る
課
題
研
究
発
表
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、今

後
の
学
修
の
姿
勢
や
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、大
学
祭
の
実
行
委
員
と
し
て
活
躍
し
た
者
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
全

国
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
や
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
者
も
お
り
ま

す
。こ
う
い
っ
た
経
験
は
、将
来
役
立
ち
ま
す
。今
後
も
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

コ
ン
テ
ス
ト
に
積
極
的
に
応
募
、参
加
す
る
意
欲
を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
や
い
も
の
で
三
年
生
の
後
期
と
な
り
ま
し
た
。前
期
に
引
き
続
き
国

家
試
験
を
意
識
し
た
授
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、十
二

月
に
全
国
栄
養
士
実
力
認
定
試
験
、一
月
に
初
め
て
の
管
理
栄
養
士
の

外
部
模
試
を
受
け
ま
し
た
。成
績
の
良
か
っ
た
学
生
、そ
う
で
な
か
っ
た

学
生
と
様
々
で
す
が
勝
負
は
四
年
生
の
三
月
と
考
え
、今
の
成
績
に
一
喜

一
憂
せ
ず
に
粘
り
強
く
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
公
務
員
対
策
講
座
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
始
ま
り
ま
し
た
。学
生

で
い
ら
れ
る
時
間
も
あ
と
一
年
で
す
。四
年
生
に
な
っ
て
も
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
年
生
は
昨
年
度
後
期
よ
り
行
っ
て
き
た
研
究
成
果
を
報
告
す
る
課
題

研
究
発
表
会
を
十
二
月
に
行
い
ま
し
た
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
質
疑
応
答

な
ど
を
行
う
中
で
四
年
間
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。こ
の
研
究
ポ
ス
タ
ー
を

卒
業
式
に
は
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。予
定
さ
れ
て
い
た

臨
地
実
習
、教
育
実
習
等
も
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。三
月
に
は
国
家
試

験
が
あ
り
ま
す
の
で
体
調
面
に
も
気
を
付
け
て
最
後
ま
で
ひ
た
む
き
に
勉
学

に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。就
職
に
つ
い
て
は
二
月
中
旬
現
在
、内
定

率
が
未
だ
九
割
を
超
え
て
い
な
い
状
況
で
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
無
事
に
卒
業

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、保
護
者
の
皆
様
も
ど

う
か
温
か
く
、時
に
は
厳
し
く
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
年
次
は
、学
業
以
外
で
も
活
発
な
活
動
が
見
ら
れ
、教
員
と
学
生
が
一

緒
に
地
域
の
方
々
と
共
に「
ワ
ク
ワ
ク
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
に
、泉
区
民
の
日
頃
の
文
化
芸
術
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
し
て
、毎
年
開
催
し
て
い
る
泉
区
民
文
化
祭
が
あ
り
ま
す
。一
年
次
の

有
志
を
中
心
に
企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。イ
ズ
ミ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル

の
ガ
ラ
ス
三
面（
設
置
型
）を
、グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
カ

ラ
ー
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
使
い
彩
り
の
あ
る
風
景
を
演
出
。ま
た
、参
加
型
の
ガ
ラ

ス
ア
ー
ト
で
は
、来
場
者
の
方
々
に「
家
に
飾
り
た
い
」と
の
要
望
に
急
遽

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、本
学
の
実
学
教
育
が
反
映
さ
れ
る
空

間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
年
生
の
後
期
は
授
業
内
容
が
よ
り
実
践
的
な
も
の
と
な
り
、来
年
度

の
コ
ー
ス
選
択
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
時
期
を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。卒
業
研
究
や
そ
の
後
の
進
路
も
考
え
る
、よ
い
機
会
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。ま
た
、九
月
に
は
美
術
鑑
賞
旅
行
、十
月
に
は
学
科
内
コ
ン

ク
ー
ル
、十
一
月
に
は
泉
区
民
文
化
祭
が
行
わ
れ
、学
内
の
み
な
ら
ず
学
外

で
も
積
極
的
に
活
動
す
る
学
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

早
い
も
の
で
、大
学
四
年
間
の
折
り
返
し
地
点
と
な
り
ま
す
。中
に
は
焦

る
学
生
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、「
ま
だ
折
り
返
し
」「
あ
と
二
年
も
大
学
で

頑
張
れ
る
」と
前
向
き
に
捉
え
、学
業
や
生
活
面
で
の
充
実
に
向
け
て
努

力
を
重
ね
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

学
友
会
活
動
や
ゼ
ミ
活
動
も
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
み
ら
れ
、各

公
募
展
等
で
受
賞
・
入
賞
す
る
な
ど
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

三
年
次
で
は
コ
ー
ス
制
に
分
か
れ
、よ
り
深
い
専
門
的
技
術
を
習
得
し
ま
し

た
。最
終
学
年
へ
の
準
備
が
整
い
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
基
に
、

各
々
が
卒
業
制
作
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。同
時

に
、卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
さ

し
か
か
っ
て
い
ま
す
。就
職
、進
学
、作
家
活
動
等
さ
ま
ざ
ま
な
未
来
が
待
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の一
年
間
は
学
外
に
も
大
い
に
目
を
向
け
、活
動
の
幅

を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
美
術
学
科
四
年
生
は
、一月
二
十
六
日
に
卒
業
研
究
を
提
出
し
、二
月

に
第
五
十
一回
生
活
美
術
学
科
卒
業
制
作
展
を
、せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。（
二
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
）

こ
の一
年
間
、学
生
た
ち
は
、教
員
免
許
取
得
や
学
芸
員
資
格
取
得
の
た

め
の
実
習
、就
職
活
動
、卒
業
研
究
、グ
ル
ー
プ
展
や
個
展
の
開
催
な
ど
、同

時
に
直
面
す
る
課
題
や
問
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
し
な
が
ら
、卒
業
単
位

の
修
得
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
最
終
目
標
で
あ
る
卒
業
制
作
展
も

無
事
、終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
と
、本
学
で
得
た
学
び
や
資
格
を
生
か
し
て
社
会
で
活

躍
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

栄
養
士
免
許
取
得
を
目
指
し
て
短
大
に
入
学
し
、間
も
な
く
一
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。授
業
の
内
容
も
徐
々
に
専
門
性
が
増
し
て
難
易

度
も
高
く
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
学
祭
に
お
い
て
は
、二
年
生
の
出
店
企
画
を
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
し
先

輩
た
ち
か
ら
も
非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。一
年
後
は
こ
の
経
験
を
生

か
し
自
分
た
ち
も
出
店
し
た
い
と
い
う
頼
も
し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、一
月
末
に
は
二
年
生
に
よ
る
校
外
実
習
の
報
告
会
が
あ
り
、一
年
生
も
こ

れ
に
聴
講
参
加
し
ま
し
た
。一
年
後
の
自
分
た
ち
の
姿
に
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
イ
メ
ー
ジ
作
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

来
年
度
は
先
輩
と
し
て
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、校
外
実
習
と
就
職
活

動
も
控
え
て
い
ま
す
。持
ち
前
の
気
力
と
明
る
さ
で
乗
り
切
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
大
学
祭
、食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
企
画
で
は「
ん
め
！
ゆ
め
！

食
堂
」を
一
年
生
と
運
営
し
、東
日
本
の
郷
土
料
理
を
用
い
た
定
食（
二
種

類
）を
来
場
し
た
方
々
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。就
活
や
実
習
で

多
忙
な
時
期
な
が
ら
、更
に
手
作
り
の「
肉
ま
ん
・
あ
ん
ま
ん
」を
二
年
生

単
独
で
提
供
し
、大
い
に
大
学
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
週
間
の
校
外
実
習
も
十
一
月
で
終
了
し
、十
二
月
の
栄
養
士
実
力
認
定

試
験
、年
明
け
一
月
末
の
期
末
試
験
、そ
し
て
新
棟
六
号
館
で
の
校
外
実
習

報
告
会
を
無
事
に
終
え
た
彼
ら
は
、全
員
が
進
学
・
就
職
内
定
を
果
た
し

ま
し
た
。こ
の
短
大
で
の
学
び
と
絆
を
胸
に
、夫
々
が
春
か
ら
新
た
な
道
を

更
に
力
強
く
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

後
期
は
子
ど
も
生
活
専
攻
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、大
学
祭
で
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
準
備
で
始
ま
り
ま
し
た
。今
年
度
は「
宇
宙
」を
テ
ー
マ
に
、代
々
先
輩
か

ら
受
け
継
い
だ
三
島
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
劇
や
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
の
企
画
、会
場
の
装

飾
な
ど
、ク
ラ
ス
全
員
で
協
力
し
な
が
ら
作
り
上
げ
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
多

く
の
課
題
を
乗
り
越
え
、子
ど
も
た
ち
と
実
際
に
触
れ
合
い
、保
育
者
と
し
て

の
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、見
学
実
習
や
基
礎
実
習
も
始
ま
り
、子
ど
も
た
ち
と
の
運
動

遊
び
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、来
年
度
の
本
実

習
に
向
け
実
践
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。一
年
後
は
立
派
な
保
育
者
と
し
て
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、残
り
の
短
大
生
活
も
有
意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
は
、後
期
に
入
っ
て
間
も
な
く
、短
大
最
後

の
実
習
と
な
る
四
週
間
の
幼
稚
園
教
育
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。日
誌
や
指

導
案
作
成
な
ど
辛
く
苦
し
い
日
々
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
か

ら
た
く
さ
ん
の
元
気
や
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、大
変
充
実
し
た
実
習
生
活
を
過

ご
し
た
よ
う
で
し
た
。

先
日
行
わ
れ
た
実
習
報
告
会
で
は
、自
分
た
ち
が
経
験
し
感
じ
た
こ
と

を
振
り
返
り
な
が
ら
、短
大
の
学
び
の
大
切
さ
と
、現
場
で
し
か
学
び
え
な

い
事
柄
を
、後
輩
の
学
生
に
熱
心
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

実
習
後
は
、授
業
や
就
職
活
動
と
慌
し
い
日
々
を
過
ご
し
、そ
れ
ぞ
れ
が

自
身
の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
悩
み
、考
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。内
定

を
も
ら
っ
た
学
生
は
、今
、社
会
人
と
し
て
の一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。教
育
や
保
育
は
、人
を
育
て
る
大
切
な
仕
事
で
す
。子
ど
も
た
ち
を

健
や
か
に
育
む
と
と
も
に
、自
ら
も
志
を
抱
い
て
、力
強
く
歩
を
進
め
て
い
っ

て
く
れ
る
よ
う
、心
か
ら
願
う
と
こ
ろ
で
す

広報

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
1
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
2
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
4
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
4
年

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

た
。各
分
野
に
分
か
れ
て
取
り
組
み
、半
年
の
成
果
と
し
て一
月
の
課
題
研

究
Ⅰ
発
表
会
で
報
告
し
ま
し
た
。四
年
の
課
題
研
究
Ⅱ
に
継
続
予
定
で

す
。ま
た
、選
択
科
目
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
で
は
、産
学
連
携
事

業
で
あ
る
絹
・
青
苧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
示
会
を
仙
台
市
内
で
二
月
中
旬
に

開
催
し
、

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

ク
ラ
ス
だ
よ
り

（
平
成
三
十
年
度 

前
期
）
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入
学
し
て
か
ら
間
も
な
く
一
年
に
な
り
ま
す
。入
学
当
初
は
嬉
嬉
と

し
た
あ
ど
け
な
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、一
年
経
っ
て
凜
と
し
た
落
ち
着
き

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。浮
か
れ
た
様
子
の
学
生
は
一
人
も
い

ま
せ
ん
。四
月
か
ら
は
先
輩
に
な
る
と
い
う
自
覚
が
出
て
き
た
と
も
言
え

ま
す
。先
日
，フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
実
習
と
い
う
授
業
で
五
日
間

ほ
ど
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
職
場
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。ア
パ
レ
ル
企

業
で
の
初
め
て
の
経
験
は
不
安
や
戸
惑
い
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、担
当
の
先
生
か
ら
は
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。将
来
の

夢
は
教
員
、公
務
員
、学
芸
員
で
す
が
、今
の
彼
ら
に
は
何
で
も
学
び
、

吸
収
し
よ
う
と
す
る
意
欲
や
逞
し
さ
が
根
底
に
あ
り
、支
え
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、大
学
生
活
四
年
間
の
折
り
返
し
地
点

に
到
達
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、昨
年
九
月
に
は「
家
政
特
別
講
義
Ⅱ（
研
修
旅
行
）」

を
実
施
し
、首
都
圏
の
服
飾
関
連
企
業
や
博
物
館
，消
費
者
団
体
な
ど

で
、家
政
学
へ
の
学
び
を
深
め
る
と
と
も
に
、将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考

え
て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
後
、
十
月

の「
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
の
集
い
」で
は
、服
飾
関
連
の
企
業
や
高
校
教
員
と
し
て
働

く
先
輩
た
ち
の
示
唆
に
富
ん
だ
講
話
の
内
容
を
手
帳
や
ノ
ー
ト
に
書
き

留
め
、積
極
的
に
質
問
す
る
な
ど
、社
会
人
基
礎
力
の
ひ
と
つ「
前
に
踏

み
出
す
力
」を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、頼
も
し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

残
さ
れ
た
二
年
間
、卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
、悔
い
の
な
い
充
実
し

た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

専
門
分
野
の
集
大
成
と
な
る
課
題
研
究
が
後
期
よ
り
開
始
し
ま
し

た
。各
分
野
に
分
か
れ
て
取
り
組
み
、半
年
の
成
果
と
し
て一
月
の
課
題
研

究
Ⅰ
発
表
会
で
報
告
し
ま
し
た
。四
年
の
課
題
研
究
Ⅱ
に
継
続
予
定
で

す
。ま
た
、選
択
科
目
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
で
は
、産
学
連
携
事

業
で
あ
る
絹
・
青
苧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
示
会
を
仙
台
市
内
で
二
月
中
旬
に

開
催
し
、M
A
B
O
E
R
A
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

最
終
学
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、い
よ
い
よ
三
月
一日
よ
り
就
職
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。春
季
休
業
中
も
活
動
で
多
忙
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、体
調
管
理
を
し
な
が
ら
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

正
月
も
明
け
卒
業
が
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。ま
ず

は
進
路
に
つ
い
て
で
す
が
、こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
一
月
下
旬
の
段
階

で
、進
学
二
名
・
就
職
八
名
・
就
職
活
動
中
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。い
ず

れ
に
し
て
も
遅
か
れ
早
か
れ
全
員
が
社
会
の
荒
波
の
中
に
と
び
こ
ん
で
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
う
と
、感
無
量
で
す
。四
年
間
の
思
い
出
は
数
知
れ

ず
。一
人
ひ
と
り
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、彼
ら
独
自
の
長
所
も
一
緒
に

頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
、さ
ら
に

は
伸
ば
し
な
が
ら
幸
せ
な
人
生
を
構
築
す
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

「
別
れ
は
出
会
い
の
始
ま
り
」と
い
う
こ
と
も
一つ
の
真
理
で
す
。新
た
な
ス

テ
ー
ジ
の
始
ま
り
は
目
の
前
で
す
。

大
学
生
活
一
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。生
活
が
劇
的
に
変
化

し
た
学
生
も
、大
学
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。し
か
し
な
が
ら
、今
一
度
、生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を
見
直
す
時
間

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、予
習
お
よ
び
復
習
に
か
け
る
時
間
を
確
保
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

今
後
は
、学
内
行
事
で
は
中
心
的
に
活
動
す
る
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
学
外
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
依
頼
も
多
く
な
り
ま
す
。行
事

へ
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、企
画
・
運
営
な
ど
に
つ
い
て
も
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
健
康
に
留
意
し
て
二
年
目
を
迎
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

二
年
生
の
後
期
は
、学
外
研
修
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。研
修
で
は
、「
み
や
ぎ

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
」と「
社
会
福
祉
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
児
童
福
祉
会
」を
訪

ね
、施
設
の
見
学
と
先
方
の
管
理
栄
養
士
の
講
話
か
ら
、働
く
上
で
必
要
な

知
識
や
技
術
、心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

授
業
も
、専
門
性
の
高
い
内
容
の
科
目
が
増
え
ま
し
た
。ま
た
、卒
業
生
に

よ
る
講
演
会
や
四
年
生
に
よ
る
課
題
研
究
発
表
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、今

後
の
学
修
の
姿
勢
や
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、大
学
祭
の
実
行
委
員
と
し
て
活
躍
し
た
者
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
全

国
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
や
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
者
も
お
り
ま

す
。こ
う
い
っ
た
経
験
は
、将
来
役
立
ち
ま
す
。今
後
も
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

コ
ン
テ
ス
ト
に
積
極
的
に
応
募
、参
加
す
る
意
欲
を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
や
い
も
の
で
三
年
生
の
後
期
と
な
り
ま
し
た
。前
期
に
引
き
続
き
国

家
試
験
を
意
識
し
た
授
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、十
二

月
に
全
国
栄
養
士
実
力
認
定
試
験
、一
月
に
初
め
て
の
管
理
栄
養
士
の

外
部
模
試
を
受
け
ま
し
た
。成
績
の
良
か
っ
た
学
生
、そ
う
で
な
か
っ
た

学
生
と
様
々
で
す
が
勝
負
は
四
年
生
の
三
月
と
考
え
、今
の
成
績
に
一
喜

一
憂
せ
ず
に
粘
り
強
く
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
公
務
員
対
策
講
座
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
始
ま
り
ま
し
た
。学
生

で
い
ら
れ
る
時
間
も
あ
と
一
年
で
す
。四
年
生
に
な
っ
て
も
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
年
生
は
昨
年
度
後
期
よ
り
行
っ
て
き
た
研
究
成
果
を
報
告
す
る
課
題

研
究
発
表
会
を
十
二
月
に
行
い
ま
し
た
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
質
疑
応
答

な
ど
を
行
う
中
で
四
年
間
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。こ
の
研
究
ポ
ス
タ
ー
を

卒
業
式
に
は
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。予
定
さ
れ
て
い
た

臨
地
実
習
、教
育
実
習
等
も
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。三
月
に
は
国
家
試

験
が
あ
り
ま
す
の
で
体
調
面
に
も
気
を
付
け
て
最
後
ま
で
ひ
た
む
き
に
勉
学

に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。就
職
に
つ
い
て
は
二
月
中
旬
現
在
、内
定

率
が
未
だ
九
割
を
超
え
て
い
な
い
状
況
で
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
無
事
に
卒
業

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、保
護
者
の
皆
様
も
ど

う
か
温
か
く
、時
に
は
厳
し
く
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
年
次
は
、学
業
以
外
で
も
活
発
な
活
動
が
見
ら
れ
、教
員
と
学
生
が
一

緒
に
地
域
の
方
々
と
共
に「
ワ
ク
ワ
ク
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
に
、泉
区
民
の
日
頃
の
文
化
芸
術
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
し
て
、毎
年
開
催
し
て
い
る
泉
区
民
文
化
祭
が
あ
り
ま
す
。一
年
次
の

有
志
を
中
心
に
企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。イ
ズ
ミ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル

の
ガ
ラ
ス
三
面（
設
置
型
）を
、グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
カ

ラ
ー
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
使
い
彩
り
の
あ
る
風
景
を
演
出
。ま
た
、参
加
型
の
ガ
ラ

ス
ア
ー
ト
で
は
、来
場
者
の
方
々
に「
家
に
飾
り
た
い
」と
の
要
望
に
急
遽

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、本
学
の
実
学
教
育
が
反
映
さ
れ
る
空

間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
年
生
の
後
期
は
授
業
内
容
が
よ
り
実
践
的
な
も
の
と
な
り
、来
年
度

の
コ
ー
ス
選
択
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
時
期
を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。卒
業
研
究
や
そ
の
後
の
進
路
も
考
え
る
、よ
い
機
会
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。ま
た
、九
月
に
は
美
術
鑑
賞
旅
行
、十
月
に
は
学
科
内
コ
ン

ク
ー
ル
、十
一
月
に
は
泉
区
民
文
化
祭
が
行
わ
れ
、学
内
の
み
な
ら
ず
学
外

で
も
積
極
的
に
活
動
す
る
学
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

早
い
も
の
で
、大
学
四
年
間
の
折
り
返
し
地
点
と
な
り
ま
す
。中
に
は
焦

る
学
生
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、「
ま
だ
折
り
返
し
」「
あ
と
二
年
も
大
学
で

頑
張
れ
る
」と
前
向
き
に
捉
え
、学
業
や
生
活
面
で
の
充
実
に
向
け
て
努

力
を
重
ね
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

学
友
会
活
動
や
ゼ
ミ
活
動
も
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
み
ら
れ
、各

公
募
展
等
で
受
賞
・
入
賞
す
る
な
ど
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

三
年
次
で
は
コ
ー
ス
制
に
分
か
れ
、よ
り
深
い
専
門
的
技
術
を
習
得
し
ま
し

た
。最
終
学
年
へ
の
準
備
が
整
い
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
基
に
、

各
々
が
卒
業
制
作
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。同
時

に
、卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
さ

し
か
か
っ
て
い
ま
す
。就
職
、進
学
、作
家
活
動
等
さ
ま
ざ
ま
な
未
来
が
待
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の一
年
間
は
学
外
に
も
大
い
に
目
を
向
け
、活
動
の
幅

を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
美
術
学
科
四
年
生
は
、一月
二
十
六
日
に
卒
業
研
究
を
提
出
し
、二
月

に
第
五
十
一回
生
活
美
術
学
科
卒
業
制
作
展
を
、せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。（
二
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
）

こ
の一
年
間
、学
生
た
ち
は
、教
員
免
許
取
得
や
学
芸
員
資
格
取
得
の
た

め
の
実
習
、就
職
活
動
、卒
業
研
究
、グ
ル
ー
プ
展
や
個
展
の
開
催
な
ど
、同

時
に
直
面
す
る
課
題
や
問
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
し
な
が
ら
、卒
業
単
位

の
修
得
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
最
終
目
標
で
あ
る
卒
業
制
作
展
も

無
事
、終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
と
、本
学
で
得
た
学
び
や
資
格
を
生
か
し
て
社
会
で
活

躍
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

栄
養
士
免
許
取
得
を
目
指
し
て
短
大
に
入
学
し
、間
も
な
く
一
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。授
業
の
内
容
も
徐
々
に
専
門
性
が
増
し
て
難
易

度
も
高
く
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
学
祭
に
お
い
て
は
、二
年
生
の
出
店
企
画
を
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
し
先

輩
た
ち
か
ら
も
非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。一
年
後
は
こ
の
経
験
を
生

か
し
自
分
た
ち
も
出
店
し
た
い
と
い
う
頼
も
し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、一
月
末
に
は
二
年
生
に
よ
る
校
外
実
習
の
報
告
会
が
あ
り
、一
年
生
も
こ

れ
に
聴
講
参
加
し
ま
し
た
。一
年
後
の
自
分
た
ち
の
姿
に
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
イ
メ
ー
ジ
作
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

来
年
度
は
先
輩
と
し
て
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、校
外
実
習
と
就
職
活

動
も
控
え
て
い
ま
す
。持
ち
前
の
気
力
と
明
る
さ
で
乗
り
切
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
大
学
祭
、食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
企
画
で
は「
ん
め
！
ゆ
め
！

食
堂
」を
一
年
生
と
運
営
し
、東
日
本
の
郷
土
料
理
を
用
い
た
定
食（
二
種

類
）を
来
場
し
た
方
々
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。就
活
や
実
習
で

多
忙
な
時
期
な
が
ら
、更
に
手
作
り
の「
肉
ま
ん
・
あ
ん
ま
ん
」を
二
年
生

単
独
で
提
供
し
、大
い
に
大
学
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
週
間
の
校
外
実
習
も
十
一
月
で
終
了
し
、十
二
月
の
栄
養
士
実
力
認
定

試
験
、年
明
け
一
月
末
の
期
末
試
験
、そ
し
て
新
棟
六
号
館
で
の
校
外
実
習

報
告
会
を
無
事
に
終
え
た
彼
ら
は
、全
員
が
進
学
・
就
職
内
定
を
果
た
し

ま
し
た
。こ
の
短
大
で
の
学
び
と
絆
を
胸
に
、夫
々
が
春
か
ら
新
た
な
道
を

更
に
力
強
く
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

後
期
は
子
ど
も
生
活
専
攻
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、大
学
祭
で
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
準
備
で
始
ま
り
ま
し
た
。今
年
度
は「
宇
宙
」を
テ
ー
マ
に
、代
々
先
輩
か

ら
受
け
継
い
だ
三
島
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
劇
や
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
の
企
画
、会
場
の
装

飾
な
ど
、ク
ラ
ス
全
員
で
協
力
し
な
が
ら
作
り
上
げ
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
多

く
の
課
題
を
乗
り
越
え
、子
ど
も
た
ち
と
実
際
に
触
れ
合
い
、保
育
者
と
し
て

の
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、見
学
実
習
や
基
礎
実
習
も
始
ま
り
、子
ど
も
た
ち
と
の
運
動

遊
び
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、来
年
度
の
本
実

習
に
向
け
実
践
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。一
年
後
は
立
派
な
保
育
者
と
し
て
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、残
り
の
短
大
生
活
も
有
意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
は
、後
期
に
入
っ
て
間
も
な
く
、短
大
最
後

の
実
習
と
な
る
四
週
間
の
幼
稚
園
教
育
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。日
誌
や
指

導
案
作
成
な
ど
辛
く
苦
し
い
日
々
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
か

ら
た
く
さ
ん
の
元
気
や
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、大
変
充
実
し
た
実
習
生
活
を
過

ご
し
た
よ
う
で
し
た
。

先
日
行
わ
れ
た
実
習
報
告
会
で
は
、自
分
た
ち
が
経
験
し
感
じ
た
こ
と

を
振
り
返
り
な
が
ら
、短
大
の
学
び
の
大
切
さ
と
、現
場
で
し
か
学
び
え
な

い
事
柄
を
、後
輩
の
学
生
に
熱
心
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

実
習
後
は
、授
業
や
就
職
活
動
と
慌
し
い
日
々
を
過
ご
し
、そ
れ
ぞ
れ
が

自
身
の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
悩
み
、考
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。内
定

を
も
ら
っ
た
学
生
は
、今
、社
会
人
と
し
て
の一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。教
育
や
保
育
は
、人
を
育
て
る
大
切
な
仕
事
で
す
。子
ど
も
た
ち
を

健
や
か
に
育
む
と
と
も
に
、自
ら
も
志
を
抱
い
て
、力
強
く
歩
を
進
め
て
い
っ

て
く
れ
る
よ
う
、心
か
ら
願
う
と
こ
ろ
で
す
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短
大
子
ど
も
生
活
専
攻
　
1
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻
　
2
年

大
学
生
活
美
術
学
科
　
1
年

大
学
生
活
美
術
学
科
　
2
年

大
学
生
活
美
術
学
科
　
3
年

大
学
生
活
美
術
学
科
　
4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
　
1
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
　
2
年
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「ワクワクぷろじぇくと」とは、各学科専攻の学生と教員がタッグを組み、
専門分野を生かして“まちに住む人がワクワクできるような地域連携活動”です。

「ワクワクぷろじぇくと」は、webサイトならびにFacebookページで最新情報がご覧いただけます。
ワクワクぷろじぇくとweb　→　https://www.mishima.ac.jp/tsb/wakuwaku-project/

本学Facebook　→　https://www.facebook.com/mishima.tsb      

親子でのり巻きを
作ろう

第15回いい日いい汗
栄養まつり

毎年恒例、宮城県栄養士会主催のイ
ベント。食育ステージでは、「食事でメタ
ボ予防」をテーマに、来場者に分かり
やすく説明し、学生たちにとっては、意
義のある一日となりました。

名取市那智が丘
彫刻作品修復事業

1990年に造成された名取市那智が丘に
は、彫刻37基が設置されており、この
様々な素材で制作された彫刻の表面処
理、損壊部分の修復、代替品の制作、設
置の不具合の補修等を行っています。

FUKUSHIMA SOU2 All
Fashion Challenge 2018

南相馬市民文化会館ゆめはっとにおいて
開催されたこのイベントは、相双地区最大
のファッションショー。
本学は、「学生・生徒オリジナルファッション
ショー」に参加し、観客を魅了しました。

第28回水の森
市民センター地域まつり

水の森市民センターを会場に「地域ま
つり」が実施され、刺繍作品、染色学
実習の絞り染め・ろうけつ染め・型染
額絵などを展示。期間中は多くの市民
が訪れ、観覧いただきました。

親子陶芸教室

中野栄児童館子育て支援クラブとの
共催で開催。小さなお子さんを持つお
母さんたちにとっても、親と一緒に手
作りできる子どもたちにとっても良い時
間になりました。

いずみハロウィン
2018

泉中央駅前「isMe!おへそひろば」にお
いて開催。「お面づくり」のワークショップ
を実施し、オリジナルのお面が作れると
あって、子どもからご年配の方まで様々な
世代に楽しんでもらえたようです。

食物アレルギー対応の
ランチパーティー

虹の丘児童センターの親子を対象に企
画。料理の紹介とアレルギーについて
の講話、さらに、学生手作りの「食育す
ごろく」を使用し、クイズなども織り交ぜな
がら、楽しく食材を学びました。

福興しだるま絵付け

塩釜のGAMA ROCK FESにおいて実
施。この事業は、東日本大震災により被
災した福島県の復興を祈願して、行って
います。場所は違ってもFESにも通じるコ
ンセプトが、今回の実施に繋がりました。

消しゴムハンコを使って
オリジナルトートバッグを作ろう

JAXAと角田市による“宇宙の日”イベ
ント、「はやぶさまつり」が開催され、版
画ゼミナールが、ワークショップを出
展。ロケット柄のコットンバッグに、お絵
描きなどで楽しんでもらいました。

ドキドキ縄文土器づくり
ワークショップ

連日の雨と悪天候が続く中、「第11回
くりはら万葉祭」が無事開催され、縄文
土器ワークショップにて、小学生から
大人まで10数名が参加して、土器制
作を楽しみました。

のびのびくらぶ～短大の
お兄さん・お姉さんと遊ぼう

親子の遊びの実践の場「三島学園子
育て・家庭支援センター」のプログラム
「のびのびくらぶ」において、短大子ども
生活専攻2年生が「短大のお兄さん・お
姉さんと遊ぼう」を開催しました。

虹の丘児童センターより親子10組ほ
どお招きし、みんなで「七宝巻（太巻
き）」と「茶碗蒸し」を調理。さらに「亥の
子餅」、「抹茶」を用意し、日本の行事
食に触れてもらいました。
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日
本
を
代
表
す
る
現
代
美
術
作
家
と
し
て
注
目
を
集
め
て
こ
ら
れ
た

川
俣
正
氏
を
お
招
き
し
、平
成
三
十
一
年
二
月
十
六
日
に
開
催
し
た
第
十

四
回
東
北
生
活
文
化
大
学
講
演
会
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ご
講
演
は
、川
俣
氏
と
学
生
時
代
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
森
敏
美
教
授

（
本
学
教
員
）と
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
対
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

ト
ピ
ッ
ク
は
、徐
々
に
お
二
人
の
思
い
出
か
ら
川
俣
氏
が
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ

た
サ
イ
ト・ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
作
品
へ
と
移
行
し
、そ
れ
ら
の
壮
大
さ
の
背
景

に
は
、一
貫
し
て「
場
」と「
人
」の「
問
題
」と「
関
係
」が
介
在
し
、問
題
解

決
と
関
係
構
築
の
意
志
を
具
現
化
す
る
こ
と
が
川
俣
氏
に
と
っ
て
作
品
の

本
質
で
あ
り
続
け
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ご
自
身
の
ア
ー
ト

を
教
育
現
場
で
応
用
さ
れ
た
事
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、現
代
美
術
が
こ
れ

ま
で
の「
美
術
」「
作
品
」と
い
う
概
念
を
超
え
て
、我
々
の
社
会
認
識
に
も

直
接
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
り
う
る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
の
多
様
な
質
問
に
対
す
る
柔
軟
且
つ
的
確
な
応
答
に
も
感

心
す
る
こ
と
し
き
り
の
ご
講
演
で
し
た
。

二
月
十
五
日（
金
）、毎
年
恒
例
の「
Ｔ
Ｓ
Ｂ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」が
三
越

定
禅
寺
通
り
館
の
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
ス
タ
ジ
オ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
回
で
十
一
回
を
迎
え
た
公
演
の
テ
ー
マ
は
、「
幻
想
」。午
後
五
時
か

ら
と
七
時
か
ら
の
二
回
、公
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、服
飾
文
化
専
攻
三
年
次
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習

m
ishim

a&
C
o.

に
よ
る
シ
ル
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
青
苧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
。地
域
の
服
飾
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、今
後
の
東
北
の
産
業
を

担
う
専
門
的
人
材
の
創
出
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。第
二
部
は
、

十
組
の
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る「
幻
想
」を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ョ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。学
科
専
攻
や
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
、学
生
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
、モ

デ
ル
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
る
本
学
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
学
生
た

ち
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。

一
月
十
六
日(

水)

、宮
城
県
庁
舎
に
お
い
て
、本
大
学
・
短
大
と
宮
城
県

教
育
委
員
会
に
よ
る
包
括
連
携
協
力
協
定
締
結
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。本
学
と
宮
城
県
教
育
委
員
会
が
連
携
の
も
と
相
互
に
協
力
し
、学
校

教
育
や
学
術
の
振
興
及
び
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
の
育
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

昨
秋
に
は
、仙
台
市
上
杉
分
庁
舎
に
お
い
て
、本
学
と
仙
台
市
教
育
委

員
会
が
、連
携
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。教
員
な
ど
を
目

指
す
学
生
が
、市
立
小
中
学
校
で
の
図
画
工
作
、家
庭
科
や
美
術
科
の
実

習
や
授
業
の
お
手
伝
い
な
ど
を
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、近
年
、本
学
と
大
衡
村
教
育
委
員
会
、本
学
と
上
越
教
育
大
学

な
ど
、様
々
な
連
携
協
力
を
締
結
し
て
い
ま
す
が
、今
後
も
、各
学
科
専
攻

の
特
色
を
生
か
し
、地
域
貢
献
の
場
、学
生
の
学
習
の
場
を
さ
ら
に
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
習
支
援
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
遠
藤
で
す
。学
習
支
援
は
、平
成
三

十
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
。現
在
は
、学
生
の
文
章
作
成
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、日
本
語
の
講
義
と
連
動
さ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
で
、文
章
の
添
削
や
個
別
面
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。学
習
支
援
で

は
、講
義
の
受
講
生
は
も
ち
ろ
ん
、本

学
の
学
生
で
あ
れ
ば
誰
で
も
、日
本
語

の
文
章
に
つ
い
て
相
談
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
、学
園

で
の
生
活
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

な
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活

動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

企画課　遠藤 真澄

事
務
職
員
紹
介

仙
台
市
教
委
、宮
城
県
教
委
連
携
協
力
協
定
締
結
式

川
俣
正
氏
講
演
会「
世
界
を
繋
ぐ
、現
代
美
術
の
現
在
」

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
外
部
公
演



就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

大学祭
大学祭のテーマは「平晴」。様々な

ステージイベントや

展示、出店があり、恒例のファッシ
ョンショーやお笑い

芸人（インポッシブル、バイク川崎
バイク）によるライブ

ステージなどで大いに盛り上がりま
した。

第5回チャレンジ！
 糖尿病

いきいきレシピコ
ンテスト

コンテストの東北
会場を本学で実

施しました。本学

では、このコンテ
ストを健康栄養

学専攻、食物栄

養学専攻が教職
員・学生たちが全

面的にサポー

ト。食材の分量
算出・購入、調理

機器等貸出、食

材・調味料仕分
、だし汁作り、試

食仕分などなど、

準備段階から当
日まで、バックアッ

プしました。

小・中学生のための
TSBファッションカレッジ2018
この講座は、小・中学生の皆さ

んを対象に、服飾

分野の知識や技能を学ぶだけで
なく、モノづくりを

通じて、ファッションの魅力をより
身近に感じてもら

えるような体験教室を目指してい
ます。

森敏美教授退任展
生活美術学科を35年勤め上げた森敏美教授が、今年度限りでご退職。モザイク・フレスコ・ミクストメディア等様々な技法で制作した作品を一同に公開しました。

平成30年度みやぎ県民大学／大学開放講座「木炭で裸婦を描く」今回の趣旨は、裸婦を対象とした絵画の制作を通し、美的感性及び表現力を養います。木炭を主に鉛筆等を併用して実際のモデルを描写することで、絵画の基礎を身につけることができ、初心者の方にも、ご満足いただけたようです。

PHOTO ALBUM
（平成30年度後期）

TSB公開講座「パスタを愉しむ～作って！ 食べて！ 学んで！～」
今年度のテーマは、「パスタを愉しむ～作って！食べて！学んで！～」。講師を健康栄養学専攻の佐藤靖子教授と深澤律子講師が務めました。みんなで調理し、美味しく食べた後は、パスタについての講義。受講者の方々に喜んでいただきました。

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に作
成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
チーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋となることを
願って命名しました。

【表紙写真】 森敏美「 AMBIVALENCE 2010 」

広報TSB 第14号
［ 発行 ］ 平成31年（2019年） 3月1日
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
〒981-8585 仙台市泉区虹の丘1丁目18番地の2
TEL 022-272-7520　FAX 022-301-5602
ホームページ  https://www.mishima.ac.jp/tsb/
Facebook  https://www.facebook.com/mishima.tsb
Twitter  https://twitter.com/mishima_tsb

　2018年9月、経団連（日本経済団体連合会）の会長は定例記者会見で「現在の就職活動の指針を2021年春入社の学生から取りや
める」と発表しました。しかし、就職活動における指針（スケジュールの目安）が撤廃されることで大きな混乱を招くことが予想されることから、
結果的に、政府による就職・採用日程に関する関係省庁連絡会議において、「現行の日程が定着しつつあり、維持が望ましい」との意見が
大勢を占め、2021年3月卒の就活日程については現行の2020年3月卒のスケジュールが維持される見通しとなりました。
　現行（2020年3月卒）の就活スケジュールは、3年生の夏から冬にわたってインターンシップが実施されます。就職活動が本格的にス
タートするのは翌年3月1日からです。この日から企業の採用情報が一斉に公開され、学生は企業へのエントリーや説明会参加といった活
動を本格化させます。そして6月1日から企業の採用選考（面接・筆記試験等）がスタートし、選考を通過した学生に対して随時内々定が出さ
れ、10月には採用内定というのが現在の就職活動スケジュールの大まかな流れとなっています。
　前述の就職活動スケジュールはあくまで目安であって、実際はこのスケジュールに沿った採用活動を行う企業ばかりではありませんので
注意が必要です。
　2020年3月卒の就活、3月から企業の広報活動が始まり、いよいよ就職採用活動の始まりです。就職支援センターでは学生の皆さんの
就職採用活動を支援しています。就職活動の仕方がわからない、就職情報が欲しい、エントリーシートや履歴書の書き方・面接の指導をし
て欲しいなどの就職相談がありましたなら学生就職相談室へお出でください。

◎2021年3月卒の就活スケジュールについて

今年度は、ポリマーケミストリー、被服科学、給食経営管理学、健康管理学、スポーツ栄養学、応用食品栄養学、公衆栄養学、栄養学、健康医学の分野から17グループ29名が調査・研究の成果を発表しました。

mishima&Co.「Maboera」
服飾文化専攻のブランドマネジメン

ト演習の展示会。仙台市

青葉区のメリラボにて開催。山形の
青苧やシルクを用い、「和

モダン」…和と洋の融合をテーマに
日常生活で着ることのでき

るファッションアイテムの提案をしま
した。

ますみ幼稚園「運動遊
び」

１月21、22日との両
日、短大附属ますみ

幼稚園の園児

たちが、本学の体育
館を訪れ、子ども生

活専攻1年生

が企画した運動遊び
をしました。園児たち

は、広い体育

館で、笑顔いっぱい
、元気いっぱいに遊

んでくれました。
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